
る以前の問題を股死の孫析とりまとめと平行して解決してゆかねはならない。

4 際和43年度の試炎町画

ブルドーザー•リプバー •コンブレソサー咎捋入施工版械の作楽羅易と兇・質程度の関係を弾 

性波伝择速度を皴介にして知るため•信顿度の高い地绍部套施工例を数例作るi!恤で,特に名 

古睥•林局汙内の齒有林偎係林通• 2〜5路縮を扱選し,林泣施工の蝶易度と工法選定の判定を 

渾件波迷度とりフバービリティーとの相關において把握すること忙している。最終年度にあた 

るので.三カ年の綜合とりまとめを留芯•して初住鷹.次姐毋に行なった岩頸の程峻による分却 

で定料不足など不仲な点を球上して捕足する。さらに,琮合とりまとめにさいし•名古風翎・ 

材土木諜强自で行なわれているンユミソトテストハンマーによる表血反衆硬度を主とした岩幻 

洒査祐果を參％にとり入れたい。 ^
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17 集材機作業の最適化

!嵐珍拒当者

槻披化部:米田宰武

ほ械化部作跡1罚究室:辻 隆沁•渡部庄三郎

石井町善•臭原正明

〃 故喘笋,1硏究室:上田実•斉彦披彦

富永貢.柴田顿ー

2 試版目的

集材檢は木材の集材にb 〇とも?R舞な蛤出根杖であるが,地形.播袖.作業Hの技徳.謂張 

り方式・機仙の耘整善多くの要因(てより作哭方式も定梨化せず戒选の&1合わせが解明されてい 

ない。以上のような归因を解析し.以式化して启子計强:檄を用いて最瀏ヒを図ろうとするもの 

である。

3 压和4 2年度の経通とえられた縮果

試験^爾に珀づき下記の如く闽査を行〇た。

1)災材俸作荣中の各作菓员の作衆時洗分折及び条件洲査

2 )架空索ならびに作業素の弓劫と速如观定

5) 県;re圾所及び訓推内容は下表の通り〇

以上の調査によって苒られたデーターを您孑泪鼻扱により解析した。以下忙徂られた結束の 

を瞬を記すn

部近拿所ー 作業名 當張り方式 染打捡 物 «
坂下営林眾 金木悅倒 天 •ヒノキ•サワラ

上松" 伐木造纣 tf R
三按 " 全未集材 タイラー 大 堕 ff n
皈T n ホー1)ンクブCソク tr ff
三域〃 許曲堪材 タイラー n V ■

上檢 " ホTングフもノク a *

三殴〃 候台作莱 タイラー n ff
坂下〃 ff ホーリングフもゾク a N ff



1) 鼠第化の梃懇及び神法

砌化とは対蒙となろンステムのすべてのコストの您・を蟻小にする四オ方式,;典味 

りブ成・京め径,卷材极技・作梁貝記備を决定することである。コストには生麻資・造 

林讹・災害nスト簽を考慮する。

斌漕化の間囹ほ主ず定式化されねばならない。定式化されたH*.の代君的な解注・は次 

の桃になる。

ァ、•頌縮偷注:目的関数.例陝条件が斜渉である甥合に有効である。您!”汐ンステ 

厶で(均乍紗危のため澄用できない。

イ、ダイナミソク ブログラミング:目的撰狡・飼限条件いすれも非翔任でもかまわ 

ないが.決定すべき期を颇に決めていく多段決定ブコセスと％えた塩合・それが 

マルコフ・プ。七ス行ならなけれは衣効でない。

マルコフ・ノUセスとは「n段の多段決定のブ"セスがあるとき.鶏K段までの 

決定がすでになされたとする。このとぎ列り(n-k>段の決定が目的側敖杖及ば 

すめ牌は,k段までになされた決定の結况として生I:た我虹と・これから行う(n 

-比)段の決定だけに依存する」ことをいう。

米システムで焼ん泌える町能性のあるものはタイラ-・ホーりングの選定と架材" 

松馬力の決定のところで.この両者が決まれば倾粉の1つとして必:材嘏の走行商 

招:をとることがでぎる。

ウ、最・大龄法:目的堺欲,；5!候釜件はいずれも•非紡形でもかまれないか•目的幽故 

K极値が多数ある:4:合は困莎である。

之システムでは雄的な屏は2つ以上•しかもとびはなれて存在することはないと 

考えられるため,変改が多くの吭をとり得るお合(ローブ徒の決定など)に適用で 

でる。

2) 作第の標準化及び作架明間の定式化

以誌化の花楚となる作孙册の定式化のため,作業条件と作兼切の便係を誡饮デー 

タの回帰分折にxり的朝な加えた。さらに作来時間の組立てを行なうため作業の待性 

•を明らかにした。

3 ) 玖械システムの快时

終材5を中心とした拡強システムの符性を解析し,,架跚的i・の理部,耘オ板の能力 

について快討を加え,漿村&<迎伝の飾理的混折を行って.与えられた徳械の条冲にょ
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ってぶ〃シ運峠サイグルをRめろ方珍を研究した。

4 昭和43年度の試会計画

前携危林同管内において,人工林におけるタイラーづ.ホーリンダフ・ロ ・/ク式両幸張りの小 

合の夹械叫をを作荣労普の血と阁・マ性坏の面から行ない,荷年度の・均伊性験から不足のデー 

クを剧定する。

また•生産,逍林工移と0般から灾!:«泌賢による基礎資料めを•海をはかる。

なおこんごの問也点として

1 > データの券;度について:会材檢作菜は.即价まで行なわか.その敦は5〜7人である。

この全作尊目の姑問歓啊H ぐは同人救の晞护雄目が必妙となり•砚究?,g人甘では不足 

したため•データが秘底的に間田となった。こんごはかぎられた人1｝による彼浴Iの稍・應 

を上げるための級伽法その <.のの戒:討が必務である。

2 >約作案について:全木は材の社台做は数人が纾になって作法すろ。この段合作業百

佛に相互干涉が卷〇(人間干渉)作萍時間に師松な現蔑を示すよ5である。(2人て•作 

業する.Eりも3人で作衆した方が(K沖!がかかるというようなこと)今^度の・む汁では軸 

鹿的にもデータの数からも間勺があり粉析でぎなかつ

5)モの伽作栄を定弍化する上で侔々の闢かい点・で耶 が多数発生し,」溯決のものも多 

い.これ・を戡理し離祈を進めていかねばならない。

追稲

得られた紬果Hついては最遭化針:梅〇ため更大工学部に捉供し計算中てある。更に 

結果の祥訓は檢德化部诜科として印刷中て・ある。

なお•この研究K使った計喚はfj科技連のTo Uba C3.40 q . I B M力7 0 9 0と 

束大のH I T A •' 5 0 2 0である。
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